
                                    

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

   
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

                     

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       
 

      

令
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海
蔵
地
区
連
合
若
生
会
定
期
総
会
が
令
和
四
年
五

月
九
日
、
海
蔵
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

代
議
員
制
の
総
会
と
な
り
役
員 

各
地
区
代
表
者

に
よ
り
、
出
席
者
十
九
名 

委
任
状
十
名
の
出
席
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

開
会
宣
言
後
、
物
故
会
員
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
会

長
の
挨
拶
。「
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
会
員
の
皆
様
に
出
席

し
て
い
た
だ
け
な
く
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お

り
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
令
和
三
年
度
事
業
報
告 

収
支
決
算
報

告
、
令
和
四
年
度
事
業
計
画
案 

予
算
案
と
進
み
、

出
席
者
に
承
認
さ
れ
て
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。 

 

会
長
よ
り
、
令
和
四
年
度
の
目
標
と
し
て 

・
会
員
増
強
の
お
願
い
「
高
齢
化
が
進
み
会
員
数
の
減

少
で
現
在
二
百
二
十
六
人
」
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
一

人
一
人
の
呼
び
か
け
に
よ
る
協
力
。 

・
コ
ロ
ナ
感
染
症
徹
底
予
防
の
「
マ
ス
ク
着
用 

部
屋

の
換
気 

三
蜜 

体
温
測
定
」
の
徹
底 

・
地
域
の
人
と
の
交
流
で
「
体
と
頭
」
を
使
い
認
知
症

予
防
に
心
が
け
、
一
日
で
も
長
く
健
康
で
生
活
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
、
よ
り
い
っ
そ
う
海
蔵
若
生
会
の
発

展
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
「
会
員
様
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
康
を
祈
念
い
た
し
、
役
員
一
同
心
新
た
に
、

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 
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          №104 号 
 

        令和４年 8 月 1 日 

 
 

      海蔵地区連合若生会 

      

 戻り梅雨なのか７月後半、雨の日が多く蒸し暑く 

鬱陶しい日が続きます。 

 年度初めに計画した諸行事も、コロナ感染拡大を

考えると、中止せざるを得ません 教養講座のみの

開催となり残念でなりません。今秋以降 コロナの

状況を見てニュースポーツ等 行事開催を考えて 

まいります。 

 市警察署より、相変らず特殊詐欺・交通事故が多

発している、特に年配者の注意喚起が大事・・・・

と指導がありました。 

 私達 老齢者は健康が第 1 です、無理せず何か楽

しい事を見つけ 日々を送りましょう。 会長 
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1. 令和４年度事業計画 （付四老連関係） 

 

実施時期 実施項目    実施場所 

 

実施時期 実施項目 実施場所 

3月 28日 桜まつり奉仕 海蔵川堤防 5月 9日 第 64回総会 市民センター 

4月上旬 会計監査 市民センター  4月～3月 定期役員会 市民センター 

5月上旬 令和 3年度総会 市民センター       5月～3月 
施設訪問 

奉仕 
YMCA 

5月末～ 

6月上旬 

GG競技大会   

ニュースポーツ 

大会 

海蔵川河川敷       
 

 

3月        
施設訪問 

反省会 
市民センター 

6月中旬 
世帯間交流 

（第１回） 
海蔵小学校 

7月上旬 

2月上旬 
編集委員会 市民センター 

7月中旬 教養講座       市民センター  

9月 友愛訪問 地区内  四老連関係 

9月中旬～

下旬 
社会奉仕の日 地区内 

 

 ５月 通常総会 勤労会館  

9月上旬 
海蔵幼稚園 

草取り 
海蔵幼稚園 6月 

女性部  

革工芸 
勤労会館 

10月中旬 高齢者 GG 大会   7月 高齢者 GG大会 四日市ドーム 

11月中旬 
世帯間交流 

（2回） 

山手中学校 

3年生 
 7月 趣味の作品展 四日市文化会館 

12月 雑巾拠出 地区内  10月 大運動会 中央緑地体育館 

2月上旬 役員研修会 市民センター  11月 高齢者 GG大会 四日市ドーム 

2月上旬 教養講座 市民センター  令和 5 年１月      老人福祉大会 四日市文化会館 

        

2.令和４年度収支予算書   令和４年度連合若生会役員名簿 

収入の部         

科目 予算額 摘  要 

 

役職名 氏名 備考 

繰越金 918,054 3年度より 連合会長 豊田 好弘 編集委員兼務 

会費 127,800 ＠600×213名 副会長 山中 昭司 編集委員兼務 

市補助（重点） 159,200 一般＋重点配分 会計 堀内 きぬ子 編集委員 兼務 

四老助成金 80,000 社会参加育成他 会計監査 佐久間 照子 編集委員兼務 

地区助成金 80,000 海蔵まちづくり協議会 会計監査 山本 和子 東阿倉川 

市指導課助成金 0 市指導課 幹事 豊田 好弘 野田会長 

雑収入 8 貯金利子 幹事 山中 昭司 末永会長 

合計 1,365,062  幹事 高橋 和子 西阿倉川第一会長 

   幹事 大西とみ子 東阿倉川 会長   

支出の部   幹事 渥美 節生 三ツ谷会長 

単ク運営費   109,200 6 クラブ（地区）分 幹事 小西 利克 西阿倉川第 2会長 

事業費   195,000 友愛訪問・GG大会 保体部長 小西 利克 西阿倉川 2会長 

会議費    50,000  定期総会他 女性部長 久保村 和子  西阿倉川第 2 

運営費 1,010,862 慶弔費他 編集委員 岡本 ひさ子 野田 

合計 1,365,062   
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今
年
の
六
月
の
気
候
は
、
今
ま
で
に
な
い
暑
さ 

 
 

で
外
に
出
る
の
も
億
劫
に
な
る
程
で
し
た
。 

当
日
は
熱
中
症
と
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
心
配
し
な
が

ら
の
開
催
で
し
た
が
、
十
八
人
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

令
和
四
年
七
月
四
日
海
蔵
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

二
階
会
議
室
に
於
い
て
、
講
師 

北
警
察
署
生
活
安

全
課
松
岡
様
に
よ
る
、
振
り
込
み
詐
欺 

自
ら
の
安

全
を
守
る
交
通
安
全
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

北
警
察
署
に
よ
る
特
殊
詐
欺
被
害
は
五
件
、
被
害

金
総
額
合
計
約
九
百
三
十
万
円
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

・
詐
欺
電
話
は
、
約
七
割
が
固
定
電
話
に
か
か
る
。 

・
警
察
官
を
名
乗
る
者
か
ら
、「
犯
人
を
捕
ま
え
た
ら

名
簿
に
彼
方
の
名
前
が
あ
り
ま
す
」
等
の
電
話
が
入
り

巧
妙
な
手
口
で
騙
そ
う
と
す
る
。
警
察
官
が
電
話
で
口

座
や
残
高 

暗
証
番
号
の
確
認
を
す
る
こ
と
は
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
電
話
は
詐
欺
の
為
、
会
話
の
途
中
で
も
電

話
を
切
る
。 

 

少
し
で
も
電
話
の
内
容
が
怪
し
け
れ
ば
、
家
族
や
警

察
に
相
談
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
内
容
で
の
ご
指
導
を

頂
き
ま
し
た
。 

自
ら
の
安
全
を
守
る
た
め
の
交
通
安
全 

 

横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
意
思

表
示
が
有
効
で
す
。
方
法
は
横
断
前
に
少
し
手
を
上
げ
、

お
知
ら
せ
サ
イ
ン
を
横
断
後
に
「
止
ま
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
の
意
思
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

高
齢
者
の
交
通
安
全 

振
り
込
み
詐
欺
等
詳
し
く

説
明
し
て
頂
き
良
い
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
歩
行
者
も
運
転
者
も
周
り
に
気
を
付
け
て
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

連
絡
先 

四
日
市
北
警
察
署
生
活
安
全
課 

 

０
５
９
・
３
６
６
・
０
１
１
０ 

（
電
話
番
号
） 

 
 

 
 

 

          

    

五
月
十
七
日
（
火
）
七
人
の
思
い
が
通
じ
た
か
、

潮
干
狩
り
に
は
絶
好
の
日
和
と
な
り
ま
し
た
。 

午
前
八
時
四
十
分
、
海
蔵
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に

お
迎
え
の
バ
ス
が
到
着
。 

海
蔵
が
最
初
の
出
発
地
で
す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
明
る
い
挨
拶
と
共
に
バ
ケ
ツ
に
熊
手
。
潮
干

狩
り
ス
タ
イ
ル
も
爽
や
か
に
、
い
ざ
、
出
発 

で
す
。 

四
日
市
の
各
地
区
の
皆
さ
ん
を
迎
え
、
御
殿
場
の

「
海
の
家
」
に
着
い
た
の
は
十
一
時
過
ぎ
で
し
た
。 

早
速
、
海
に
駆
け
出
す
方
も
見
え
ま
し
た
が
、
ま

ず
は
腹
ご
し
ら
え
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

海
の
潮
の
加
減
で
、
十
二
時
四
十
分
迄
食
事
タ
イ
ム 

で
す
。
七
輪
の
炭
で
の
焼
き
貝
は
、
ア
サ
リ
の
他
に

ハ
マ
グ
リ
も
あ
り
、
大
皿
に
山
盛
り
で
す
。
そ
し
て

お
鍋
に
い
っ
ぱ
い
の
貝
汁
と
、
貝
飯
。
久
々
の
七
輪

と
の
格
闘
も
懐
か
し
く
お
腹
い
っ
ぱ
い
で
大
満
足
。 

海
辺
で
頂
く
食
事
は
「
あ
あ
、
お
い
し
か
っ
た
」 

さ
あ
、
出
陣
。
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
か
け
っ
こ
で

す
。
熊
手
で
砂
を
か
き
な
が
ら
大
粒
貝
・
小
粒
貝
そ

れ
ぞ
れ
の
貝
を
バ
ケ
ツ
に
！
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
全
員
に
一
袋
の
貝
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
砂
抜

き
も
さ
れ
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
す
。 

帰
り
は
、
関
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
に
て
、
三
交
か
ら

頂
い
た
千
円
分
の
お
買
物
券
で
ゆ
っ
く
り
お
買
い
物
。 

コ
ロ
ナ
過
で
、
久
し
ぶ
り
の
お
出
か
け
行
事
。「
楽

し
か
っ
た
ね
」「
ま
た
行
こ
う
ね
」
皆
さ
ん
も
、
今
度

は
是
非
一
諸
に
、
参
加
し
ま
し
よ
う
！ 

 
 

令
和
四
年
度 

 

第
一
回 

教
養
講
座 

自
ら
の
安
全
を
守
る
た
め
の
交
通
安
全
・ 

 

特
殊
詐
欺
被
害
防
止 

第 104 号              若生会だより            令和 4 年 8 月 1 日 

 
 
 

四
老
連 

日
帰
り
旅
行 

 
 
 

 
 
 

潮
干
狩
り 

3 

 

3 

 



                                    

 
 

 

      

令
和
四
年
度
七
月
六
日
か
ら
七
月
九
日
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
四
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
」
の
「
高 

 
 

 

齢
者
趣
味
の
作
品
展
」
四
日
市
市
文
化
会
館
第 

 

一
展
示
棟
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

絵
画 

写
真 

レ
ー
ス
編
み 

木
彫
り 

女 
 
 
 

 

 

性
部
に
よ
る
革
工
芸
等
、
個
性
豊
か
な
趣
味
の 

 
 

 

域
を
超
え
た
九
十
八
点
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が 

 
 

 

 

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
海
蔵
か
ら
は
五
名
の
方
に 

 

出
展
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

来
場
者
の
方
々
も
見
事
な
作
品
を
前
に
し
て
感 

動
さ
れ
た
り
感
想
を
言
い
あ
っ
た
り
、
写
真
を
撮
っ

た
り
し
て
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

九
十
歳
以
上
の
長
寿
の
方
に
「
作
品
を
ど
の
よ
う
な 

思
い
で
作
ら
れ
た
の
で
す
か
」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ

れ
て
い
る
光
景
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
折
り
紙
で 

た
く
さ
ん
の
風
船
等
、
折
り
方
を
会
場
で
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
細
か
い
作
業
で
難
し
く
感
じ

ま
し
た
。 

頭
と
手
先
を
使
う
事
に
よ
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
に
な
り
、

一
日
を
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
で
、
お
元
気
で
居
ら

れ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

又
、
趣
味
を
活
か
す
事
に
よ
り
社
会
参
加
が
出
来
、

私
達
高
齢
者
に
と
っ
て
は
生
き
が
い
が
持
て
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

最
終
日
の
九
日
二
時
よ
り
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
長

寿
賞
と
一
位
か
ら
十
位
迄
の
入
賞
者
の
方
々
に
、
会

長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
次
回
の

作
品
展
迄
一
年
間
あ
り
ま
す
の
で
、
準
備
し
て
た
く

さ
ん
の
作
品
を
出
展
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 
 

  
 

 
 

長
寿
部
門
賞 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

折
り
紙 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

編
集
後
記 

 
 
 

各
単
位
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

順
次
載
せ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
記
事
と
写
真
添
え
て 

 
 

下
さ
い
ね
、
今
後
も
新
し
い
事
に
挑
戦
し
た
い
と
思 

 
 

い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 

今
回
載
せ
て
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
我
々
の
若
生
会 

 
 

 

 
 

豊
田
会
長
が
山
手
中
学
校
で
行
わ
れ
た
福
祉
体
験
教 

 
 

 

 
 

室
で
（
五
月
二
八
日
）「
交
流
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
講
師 

 
 

を
勤
め
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 

ご
自
身
の
中
学
校
時
代
の
経
験
や
、
替
え
歌
な
ど 

 
 

叉 

今
後
の
生
活
で
高
齢
者
に
対
し
て
優
し
い
声
か 

 
 

け
等
を
お
願
い
し
て
講
義
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
、
約 

 

 
 

半
日
講
義
の
連
続
で
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

編
集
委
員 

 

豊
田
好
弘
・
山
中
昭
司 

 
 

佐
久
間
照
子
・
岡
本
ひ
さ
子
・
堀
内
き
ぬ
子 
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令
和
四
年
度 

高
齢
者
趣
味
の
作
品
展 

佐久間さん   革工芸 薔薇 

堀内さん    写真 

宇佐美さん   和紙ちぎり絵             

加
藤
さ
ん 

レ
ー
ス
編
み 

大
西
さ
ん 

ワ
ン
ピ

ー
ス
と
バ
ッ
ク 

 

４ 


